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【利用テーマ】

マランゴニ対流におけるカ三冠．・乱流とその受動的制御

【提案者】

河村洋 東京理科大学理工学部

1【共同研究者】　　　　　　『　　　　．　　　　　　　　　　　・

西野耕一’　　　横浜国立大学工学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　【実験概要】

　微小重力下に於ける材料製造においては、マランゴニ対流の作用が大きい。

本実験では、液柱め両端に温度差を印加してマラシゴニ対流を発生させ・とく

に層流から周期流、カオス流、乱流への遷移条件を求めると共に、カオスの進

化の過程、乱流状態における乱れ分布等を調べる。さらに、液柱内に円筒等の

物体を挿入することにより、、カオス流等の非定常流への遷移を受廟的な方法で

，抑制制御することを試みる。

【実験方法】

“シサ、ユンオイルの液柱を形成し、温度差を加えて、マランゴニ対流を発生さ

せ、赤外線力．メラ及び挿入熱電対により温度分布を測定すると共にギ3台の

CCDカメラを用いた三次元速度場測定装置を用いて、液柱内の速度場を計測す

る、。

　液柱内に挿入した熱電対の信号をスベクトノヒ解析レ周期流・非周期流の遷

移及びガオス進化の過程を調肉ると共に、計算機シミュレー7ションを行い・実

験結果め評価に資ずる6芦一．

【共通実験装置】、

流体物理実験装置
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【利用テーマ】

多重液体層における流体卿理実験

【提案者】

土井隆雄 宇宙開発事業団

【共同研究者】，

Jean　N．　Koster　　University　of　Colorado　Depart血6ロt　of

　　　　　　　　Aerospace　Engin㏄ring　S　ciences

【実験概要】

多重液体層からな乙液体柱の安定・不安定性及びその内部で発生する対流現

象を調べることを目的とする。まず1種類の液体かちなる液体柱を作り・朝方

向温度勾配による表面張力対流が層流から乱流に変化していく過程を解析するも

次に2種の混じり合わない液体柱を作り、その静的安定性を調べ二重液体柱の

形成技術を修得する。さうに軸方向温度勾配または軸回転を与えるこどにより＼

新たな界面の存在が対瀧に及ぼす影響を調べる。

【実験方法1

　2つの円形デ垢スク間に1液または混じり合わない2液からなる液体柱を形

成するゐ．，上下ディズク間隔を変化させることにより濠体柱の形状及び静的安定

性を調べるご上ディスクを高温や下ディスクを低温にすることにより軸方向温

度勾配を形成し液体柱内に発馬する表面張力対流を観察する。・さらに上下デぞ

スクに向方向又は逆方向回転を与えることにより、回転流と表面張力対流の干

渉現象を観察する。

【共通実験装置】

流体物理実験装置
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【利用テーマ】　　　一　　　1　　　．　　　　1

両生類培養細胞による細胞羽冠と形態形成の調節

【提案者】

浅島誠’

【共同研究者】

内山英穂

小池元

東京大学教養学部

横浜市立大学窓理学部’、

横浜市立大学大学院総合理学研究科

　【実験概要】

　商生類の培養細胞である腎臓由来のA－6細胞株、幼生由来のXTC細胞株、腫

・瘍由来のXTY細胞株はそれぞれ各々の細胞分化と形態形成を示す・・そこでこれ

’らの細胞株を無重力下においたとき、どのような形態を示すかを見る。また

当（TC細胞はアクヂビンやフォリスタチンというような有用な物質を生産するの

で凡宇宙環境ではどのような遺伝子発現をしぐ旧れらの有用物質を生産するか

を見る。

【実験方法】

　両隼類の培養細胞株であるA・6ぐXTCおよびXTYは非常に培養しやすく・か

つ形態形成のはっきりしているものである。・ζの細胞株を宇宙環境で増殖と分

北を：させて、どのような遺伝子を発現し、細胞分化形態を示したあど、形態形

成を行う1かをみる。㌧このとぎにアグチビン・、フォリスタチンや骨形成卑子の・・

㎡÷RNAや抗体での検出を行って産出している物質の量と質について調査を行
う、。

　【共通実験装置】．　ノ　　　　1　T　’　．．ご　　　、　㌦＿．

．細胞培養装置・

クリーンベンチ
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【利用テーマ】

高等植物（野生・突然変異）の根の電場および重力への応答

【提案者】

石川秀夫 オハイオ州立大学植物学科

【共同研究者】

Michael　L　Evans　，オハイオ州立大学植：物学科．

山下雅道　　　　宇宙科学研究所1

【実験概要】　　　　　　　曾　　　　　　　　　　　　　　　　　∵ンー㌧

　高等旧物ゐ根は重力方向に屈曲するらその機構として・根冠内のデンプン粒

の沈降（重力感受）、この部位から伸長域へのホルモン輸送、伸長細胞の偏差

成長による屈曲（応答）という説がある。しかし、デンプン粒の欠損種も屈曲、

すること、屈曲部位の膜電位はホルモン輸送に先行して変化することなどから～

この説も完全ではない。野生種ど突然変異種を用い、電場と微小重力へρ応答

を調べることにより、挙り重力応答機構を明らかにする。

【実験方法】

細胞培養装置内で水耕発育させた高等植物の根（アラビドプシス虻トヴモロ

コシ、イネ、．マメ、レタス）、の伸長速度をビデオ観察する。セルに鏡をつけ1，

実像と虚像を一台のカメラで取得し、三次元の伸長計測を行う『。’細胞融合装置

により発生させた弱い電場内ジまたは遠心式車力付加装置内で、．野生種および’

重力応答遺伝子欠損種の根の回旋運動・屈曲観察を有う。これにより重力応答

限界値を明らかにし、ま左回収試料の組織学的研究を行う。’

【共通実験装置】

細胞培養装置〔
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【利用テーマ】

不定胚分化能の獲得過程に微小重力が及ぼす影響と重力の関与の解明

【提案者】

大菅康一 三菱重工業株式会社基盤技術研究所

【共同研究者】，

鎌田博　　　　　筑波大学生物科学系
中村宏　　　　　三菱重工業株式会社高砂研究所

【実験概要】

　ニンジンの培養細胞を用い、，単細胞が分裂して不定胚分化能を獲得したエン

ブリオジェニツクな細胞塊を形成する過程で重力が与える影響を検：討する6地

上ではオー「キシン添加により、、こうした分化全能性を獲得する過程が進行すみ

が、微小重力下での分化能獲得をトランスジエニッグニンジンを利用して重力・

・が与える影響を調べる。

【実験方法】

　単細胞由来あエンブリオジェニックな細胞塊からの不定胚形成過程に即いて、

分化能の獲得と連動して生ずる細胞三内でのカルシヴムの極性く濃度勾配γの

測定をする6カルシウム濃度に比例して青色の発光が見られるタンパク二三ク

オ：リンの童謡子を導入したトランスジェニックニンジンを作製し・こμを利用

して細胞塊内のガノレシゥムのみを選択的に測定する。

【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

単細胞動物の細胞増殖におよぼす微小重力環境の影響と、重力変化に対するト

適応の研究

【提案者】

村上彰

【共同研究者】

高橋景一

吉村建二郎

浜松医科大学医学部

国際基督教大学教養学部・

東京大学理学部

【実験概要】

　微小重力下では丸遊泳性単細胞動物の増殖率が増加する6本実験は、単細胞

生物を微小重力下で長時間培養した時の増殖率の変化を、コまた、重力に対する

生理的反応の時間的変化を調べ、細胞レベルでの重力環境に対する適応現象め

解明を図るものである。増殖率の変化を記録し、遊泳行動の解析をビデオ記録

によって行うが、JEM内での19に対する重力走性の変化を遠心機を用いて検証

出来れば、より大きな成果が期待できる』

【実験方法】・

一培養セルにいれたパラメシウムを、4℃にして打ち上げ、．20℃で増殖させる。

一日おきに個体数と遊泳行動をビデオテLプに録画する。12セルを微小重力

下に置き、、4セルを埴の遠心機内に置いて対照実験とする。できれば、微小重

力下たあったものを遠・已磯に積み替え、遡永行動を録画しヤ19に対する重力走

牲の変化を記録する。6臼・後に冷蔵してあろた培地に植え継ぎをし、警束め記

録を取る。試料は固定して持ち帰る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ1

宇宙空間に聴ける一生体寿命の変動一細胞クローン寿命の解析一

【提案者】

最上善広

【共同研究者】

馬場昭次

高橋三保子

お茶の水女子大学理学部・

お茶の水女子大学理学部

筑波大学生物科学系

擦験概要】

　宇宙空間での長期滞在が生命寿命に及ぼす効果を細胞のクローン寿命の変動

の解析を通して検討するこどを目的とする。1一連の研究の初期ミッションとし

て、クローン培養の開始を人為的にラントロールできる繊毛虫細胞を用い・軌

道上に於ける接合から細胞死に至る時間高弟を解析する・併せて・’クローマ寿

命が異なる突然変異体を利用し、宇宙滞在と生命寿命の変動の因果関係を細胞

生物学及び遺伝子のレベルから明らかにする。

【実験方法】

　繊毛虫の特徴を利用し、JEM内で人為的にクロマン世代をスター下さぜる。

他の細胞系では、・その細胞がすでにクローン寿命の一部を地上で過ごした可能

性を否定できない。クロ「ン世代の開始は・接合能を獲得した細胞を混合し・

r誘導する。・そめ後、接合対の解離を待ってふたつの細胞を分離する・これらふ

繍徽翻露探黙蕩三重贈い’難対照騨

　【共通実験装置】

’細胞培養装置
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【利用テーマ】

微小重力下での両生類無尾目幼生・成体の行動

【提案者】

黒谷明美 宇宙科学研究所

【共同研究者】

Richard　J．　Wassers　ug、　　Dalhousi：Univ　ersitXDep　artmpnt　of　Anatomy　and・，

　　　　　　　　　　　　Neu　robio　logy・

山下雅道　　　　　　　煽宇宙科学研究所

内藤富夫　　　　　・　　島根大学理学部

【実験機智】

　1990年に提案者らの行った宇宙ステLション．ミールでの実験では、微小重力

下でのニホンアマガエルの姿勢制御、運動機瀧、刺激に対する反応等様々な行．

勒について調べた．本提案は、璽棲息場所や生活パターン、19下での運動様式、「’

または発生段階等が異なる生物種を用いることによりそれを発展させた研究で

ある。さうに・，ミール上で観察された異常な姿勢や行動と宇宙酔いとの関連に

ついても検討し、「その機構解明に役立てる。

【実験方法】

　生物試料として数種の成体数匹ずつ・（産卵可能なメスを含む）・、、精子、受精’　．、，

卵を用いる。実験操作や観察以外（打上げ、、帰還時を含む）の成体生籾試料め

生命維持はミールで使用したLSB（Life　SupPort　Box）を改修して用いる6操作・・

観察はクリーンベンチ内で行い・ビデオ四三ラーVTRで記録する。軌道上での図

工受精、その受精卵や地上から運んだ受精卵の発生は細胞培養装置内で行い斌、．

艀化白く幼生の行動を観察・記録する。、

【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

、ヒト細胞におけ為宇宙放射線および微小重力による癌遺伝子の変化卜

．【提案者】

池永満生

【共同研究者】

湯木仁　’

原隆二郎

京都大学放射線生物研究センター

京都大学放射線生物研究センター・

京都大学放射線生物研究センタら

【実験概要】

　宇宙空間においては、享宙放射線の量は軌道高度が増すと共に飛躍的に増加

する。本研究の目的は、宇宙放射線による発癌のリスクに関する基礎デごダを

得ることである。このために、．ヒト培養細胞を宇宙ステーション内で宇宙放射

線に曝露して、発癌の原因となる癌遺伝子群や癌抑制遺伝子などの変化（突然

変異など）“が生じるか否かをDNAの分子レベルで解析する。

【実験方法】

　正常ヒト培養細胞を学宙琴テーション匠おいて宇宙放射線に曝露する。放射や

線等で癌化した細胞は濫淫天中でコロニーを作る能力を獲得するので・まず宇

宙から帰還した細胞の軟寒天中でのコロニー形成頻摩を調べる。次に個々φコ

ロニーからDNAを抽出し、分子生物学的常法を用いて癌遺伝子や癌抑制遺伝子

の突然変異旛析する・また・無勲との樋作用’庵欄鍋ために・速蝿

内で培養することも試みたい。

【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

骨髄細胞長期自動培養による免疫一・1造血系細胞、骨系細胞の成熟分化、機能発現

に及ぼす微小重力影響の解明

【提案者】

粂井康宏　　　　東京医科歯科大学歯学部

【共同研究者】

高木秀二

下川仁弥太

春日井昇平

東京医科歯科大学医学部

東京医科歯科大学歯学部

東京医科歯科大学歯学部

【実験概要丁．

・、長期間宇宙飛行に伴う免疫…造血機能低下及び骨代謝異常のメガニズムを解明

するため、予め特定の遺伝的改変を受けたマウスより採取した骨髄細胞をJEMで

長期間自動培養する己軌道上庵同細胞の生産物、遺伝子などを官動的に回収し・デ

地上帰還後解析する。滑髄細胞から免疫・造血単細胞への成熟過程および骨分化

機能発現に及ぼす微小重力の作用点を分子レベルで明ちかにするσ

【実験方法】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’◎一’試

　免疫・造血機能制御遺伝子あるいは骨由来重力感受性遺伝子を欠失した変異マ＼

ウスを予め地上で作成し、骨髄細胞を培養容器に播種後打ち上げる。軌道上で長

期澗培養し、細胞生産物回収、細胞固定を行う。サイトかイシ産生～緬胞表面抗

原、発現遺伝子等についで地上帰還後解析し、正常マヴス骨髄細胞対照および人

工重力負荷対：照ど比較し、微小重かによる免疫・造血機能低下、骨代謝異常への

特定の遺伝子の関与について検索する。

【共通実験装置】

細胞培養装置

クリーンベンチ
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【利用テーマ】

．無重力下における培養筋細胞の伸展応答一形聾と遺伝子発現による解析副

【提案者】

跡見順子

【共同研究者】

石井直方

山下雅道

夏目徹

東京大学教養学部

東京大学教養学部・

宇宙科学研究所

日本ハム株式会社中央研究所

【実験概要】

　筋細胞を含む多くの接着性の細胞にとって細胞の伸展は細胞の生命活動に必

須であるようにみえるび19下で姿勢を維持するために発達した抗重力筋は伸農

された状態で機能しており・1その短縮は顕著な萎縮を促す。㌧これらlg下におけ

る細胞の応答が純粋に伸展に対する応答かあるいば重力の影響をうけたもので一

’あるかを、一通常の単層培養及び組織をシミュレ憎トレたコラーゲンゲル培養を

行い、細胞骨格及び遺伝子発現の解析から研究する6

　【実験方法】

　細胞培養はプラスチヅクシヤーレ（A）、，シリユンラヴァー上（b）、溝入りシリ

∫出ンラヴァー上（C）㍉及びコ・ラーゲンゲル上（D）、・31ラ「ゲン内（E）の5種類とす

為♂細胞は鶏胚筋芽細胞、マウスC2C　12株」OT　1／2線維細胞。入トレッチは筋

芽細胞時及び肝管形成後1三おこなう。組織学的分布は4％ホルマリン固定律

1％BSAで満だ『し4℃保存、　m－RNAの抽出はグアニジン塩酸で抽出後凍結し地

1上に回収する。．「．

F【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマr

微小重力環境における高等植物の生活環

【提案者】

神阪盛一郎

【共同研究者】

保尊隆享

若林和幸

山田晃弘

大阪市立大学理学部

大阪市立大学理学部・

大阪市立大学理学部

北海道東海大学工学部

【実験概要】

・地上の19の重力の下で誕隼・進化してきた植物の生活環は、微小重力環境で

は大きく変化すると考えられる。植物体が小さく、生活環が短ぐぐゲノムサイズ’

が小さいなどの特徴を持つアラビドプシス、コショウソウ、ハツカダイコンが宇

宙環境でどのような生活環を営むか調べるとどもに、その背景となる生理活性、

代謝、・あるいは細胞微細構造の変化を明らかにし、植物の生活環調節における重，

力の役割を理解する。

【実験方法】、

実験対象として選定した植物系統の種子を軌道上で発芽させ、二溶液やガス循環

を考慮して設計した植物培養ボックス内で生育させる6．微小重力並びに対象φ＼

lg下で植物がどのような栄養成長・生殖成長を営むか・ビデオカメラなどを誓い，

て継続的に観察する。また～一得ら，れた種子を冷蔵して地上に回収し稔性を調べる

とともに、冷凍または電子顕微鏡用に固定して回収した植物体の生理活性や細胞

微細構造の解析を行う6　　　　　　　　レ　　　可＼減

【共通実験装置】

細胞培養装置

クリ悟ンベンチ
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【利用テーマ】

微小重力環境における商等植物の成長調節機構・

【提案者】9

保尊隆享

【共同研究者】

神阪盛一郎

若林和幸

上田純一

大阪市立大学理学蔀

大阪市立大学理学部

大阪市立大学理学部

大阪府立大学総合科学部，

【実験概要】

　植物の成長は重力に依存しており、微小重力環境では大きな影響を受けると、

考えられる。植物の成長は数種の植物ホルモンによって調節されている。華た・

植物ホルモンの作用は主に細胞壁の性質の変化を通して発揮される。本実験で

は、宇宙環境で植物を生育させ成長に対する影響を二二るどともにヤ植物ホル

モ、ンめレベルや代謝並びに細胞壁の力学的・化学的な性質の変化を解析し、植

物の成長調節における重力の役割の理解を目指す。

’【実験方法】　　　　　　・

　イネ種子をJEM内で発芽・生育させ斗微小重力並びにユ9下の芽生えめ成母（ρ

様子を℃CDカメラ等で観察する。試料を冷凍して地上に回収し、細胞壁の力学

直写展性、㌧壁構成成分の化学的な性質、各成分の代謝やそれに関与する酵素の

性質デあるいは各種植物ホルモンのレベルや代謝の変化を解析する6Pまた㍉予

あ調整したインゲン・オートムギ茎切片を用いて、植物ホルモンの極性輸送に

対する微小重力の影響を明らかにする・

・【共通実験装置】．

細胞培養装置
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【利用テーマ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

ウリ科植物の進化に果たした重力形態形成の役割に関する研究　ペグ細胞め発

．達と重力感受機構．

【提案者】

高橋秀幸

【共同研究者】

菅洋

東北大学遺伝生態研究センター

東北大学遺伝生態研究センタご

【実験概要】

　ウリ科植物の芽生えは、茎と根の境界部にペグと呼ばれる突起上の組織を形

成する6このペグの形成と形成位置は重かによって制御されるヴリ科植物特有

の重力形態形成でありぺこれには重力によって支配されるオーキシンφ移動が

関係している可能性があるα奉実験では・・ペグ細胞の発達における重力とオー

キシンの作用を微小重力環境で検証し、ウリ科植物が進化の過程で獲得した重

力反応機構を細胞分子レベルから明うかにする。

【実験方法】

　ウリ科植物のペグ細胞は、重力と：植物ホルモンのオーキシンの作痢によって・，

形成されると考えられる。本実験では、一JEMに搭載される細胞培養装置を用い、

人工重力を負荷．した実験区と微小重力実験区でギュ忌リ芽生えのべグ形成を比

較・解析するδまた・これらの材料を用いて重力感受細胞の分化・発達を馬丁

学的に解析すると同時に、生体内のオーキシン濃度を人為的に制御するごどに

よって微小重力下でペグ形成を誘導する。　一ピ∴

【共通実験装置】

細胞培養装置　　　・

クリーンベンチ・、
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【利用テーマ】

微小重力下に、おける細胞の増殖と分化に関する研究

【提案者F

花岡文雄

【共同研究者】

岸本，健雄

田沼靖一・

竹内二士夫・

理化学研究所

東京工業大学生二巴工学部

東京理科大学薬学部

東京大学医学部＼

1実験概要】

　人類が宇宙で生活することを考えたとき、・我々の身体を構成する細胞の増殖．

や分化が微小重力環境によってどのような：影響を受けるか、、、ということは避け

，．て通れなや澗題である・また将来、人類が宇宙で世代を超えて生存・繁殖して

いくためにはぐ胚細胞に対する微小重力の影響についても調べる必要があ’るか

このタうな観点から、本研究にお恥ては、主に哺乳類細胞の増殖や分化に対す

、る微小重力の影響を調べる。

　【実験方沫】ン

　哺乳類培養細胞やアフリカツメガェル初期胚を材料として、前者については
増殖，ゴ分化・アポトーシス、後者については発生過程を追づゼ、経時的にサン

プリ／グし、凍結などの手段により固定する。試料を地上に持ち帰り、RNAを

・分離妹RTrPCR法を用いて特異的なm－RNAレベルを測定する。アポト｝シ

スについては染色体DNAを抽出し、、アガロ「スグル電気泳動等によりDNAのラ

ラグメンテーショ．ンを観察する。

．1共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

宇宙放射線および微小重力環境の哺乳類細胞に対する：影響に関する研究，

【提案者】

安藤興一

【共同研究者】

荻生俊昭

福士育子

金井達明、

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

【実験概要】　　　．、

　宇宙環境が生体に与える影響を調べ、為害作用があればこれに対する防護方

法を開発し、逆に有益作用があれば有効利用する方法を確立することにより、・．

有人宇宙活動の成果を上げることを目的とする。培養哺乳類細胞を長期間宇宙

環境に置き・宇宙放射線および微小重力による突然変異・染色体異常、DNA損

傷等を調べる。地上実験として、シンクロ下ロンから得られる重粒子線を用い

る。

【実験方法】　　　　　　　　　　　　　　　・　　　’，　’

　スキッ．ドマウスとスナネズミの線維芽細胞、骨髄細胞～末期リンパ球等を実験

モジュ憎ル内にて継続的に培養する。，人工重力場を設定して、微小重力の因子と

放射線の因子を分別する。必要に応じて、人工放射線源による追加照射を行い、

ゼロ値外挿法により・宇宙放射線の影響分を抽出するρ細部の生死・突然変異・

形質変換・DNA鎖切断等について調べる・地上では・・加津器重粒子線を吊い・て同’

・じ細胞に対する照射実験を行なう。沼

・【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

末梢血培養による搭乗員の免疫・造血機能管理システム確立のための基盤研究

【提案者】’

向井千秋

【共同研究者】

論議康宏

曽根啓一

長谷川秀夫

宇宙開発事業団

東京医科歯科大学歯学部

宇宙開発事業団

宇宙開発事業三一、

【実験概要】

乞長期間宇宙飛行に伴う免疫機i能低下は重大な医学上の問題であり’、’宇宙ステ

減シ白シ恒久有人能力段階前に原因を解明し対策を講ずる必要がある。有八支

援能力段階で骨髄幹細胞および白血病由来株細胞を各々長期間、短期間培養す

る。人工重力発生装置上の対照群との比較により微小重力が免疫系細胞の分化

過程、機能発現に及ぼす影響を明らかにする。搭：乗員の健康管理システムの基

盤確立および細胞培養システムの機能評価・検：証を行なう。1

f【実験方法】

　骨髄幹細胞および白血病由来細胞を利用フライト＼無人運用期間に合わせて

長期および短期間自動培養し、造血・免疫細胞への成熟分化過程を人工重力対
照と比較し検索する．。畠二二容器、．パック型容器、rホロファイバー型容器を用い、，

細胞形態観察、生産物回収、免疫刺激に対するサイトカイン、インターフェロ

・｝ン生産等を調べる。・細胞蛍光標識画像の地上ダウンリンクにより帰還を必要と

せず搭乗員の軌道上免疫・造血機能をモニターする。

【共通実験装置】

細胞培養装置
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【利用テーマ】

ゲンジボタルルシフェラ」一図の結晶化

【提案者】

中野衛一・

【共同研究者】

梶山直樹

キッコーマン株式会社研究本部．

キッコーマン株式会社研究本部

　【実験概要】

　ゲンジボタルルシフェうごゼの構造と機能ミ安定性との関係解明を自的に研

究を進めている。548個のアミノ酸から成る本酵素はぐわずか1アミノ醸ρ豪商

によりその発光色が変わることや、耐熱性が上昇することなどが知られている。

これは本酵素の構造のわずかな違いによるものど推定されているが、’そのメカ

・ニズムはわ・かっそいない。この間：題を解決するため、宇宙空間においで良質め

．結晶を作製U高分解能の構造解析に供する。

【実験方法】

　微小重力環境下でほ結晶成長に伴う対流がおさえられ、高分餌能での癬析た、

耐えうる良質の結晶の作製が期待できる。事実、宇宙で成長したレボヌ’クレア

ーゼSの結晶は、地上で作製したものより高角領域で多くの有意な回折データ

が得られている。ピ．い『’聖・一 ｲ　　　1　・　　　♂　　∴、
f予め＼地上でゲシジボタラレルシブエラ⊥ゼの結晶化条件を検討し、そめ条件

を．もとに、一共通の蛋白質結晶成長装置を使用して、宇宙での実験を試みる6’一

【共通実験装置】

蛋白質結晶成長装置

57．

鄭
網
　
　
鍵
撰
電

lll’

鰭
｛
・
，



し
レ
　
一
し
ド

　
　
　
し
“

纏・

1：1：葺・・

【利用テーマ】

リボヌクレア山冠Sの多形結晶性を指標とした結晶成長1ビ与える微小重力の効果

【提案者r

浅野高治 株式会社富士通研究所先端材料研究部

【共同研究者】

藤田省三　　　株式会社富士通研究所先端材料研究部

植田秀文　　　株式会社富士通研究所厚木研究所

月原冨武，　　徳島大学工学部．

森本幸生　　　徳島大学工学部

．【実験概要】

　宇宙環境を利用した立体溝造解析に必要な蛋白質単結晶の作製がどのように

有用かについてはほとんど解明されていない。類似した組成の溶液から3種類レ

の結晶形が成長するリボヌクレアーゼSを対象に、種々の結晶化成分を含む溶液

中で結晶を成長させ、回収してX線解析する。これにより、各種の結晶の発生

する確率の違いや、各結晶形の分解能の違いを調べて、微小重力が蛋白質結晶

成長に与える影響について考察する。・，

1【実験方法】・　，

　通常地上で行われている結晶化法、すなわち蒸気拡散法により結晶化を行うb

’リボヌクレアーゼSと結晶化剤等を含む溶液数十～数百μ1（蛋白質溶液》，と結

晶化剤等を含む溶液工㌘数瑚（結晶剤溶濠）を用いる。低温で保存した蛋白質

溶液と結晶化剤溶液を密閉容器内で空気相を介して接触させ、一定温度で長期

間放置し結晶を作製する。得られた結晶を持ち帰り、三線回折デー汐を取得し

地上で得られる結晶と比較する。

【共通実験装置】

蛋白質結晶成長装置

一58一

鮪◎

飾◎

【利用テーマ1

微小重力下におけるピロリン酸加水分解酵素の結晶成長実験

【提案者】

茂田潤一 石川島播磨重工業株式会社技術研究所

【共同研究者r

鮫島達　　　　　青山学院大学理工学部

【実験概要】

　タンパク質の立体構造と機能を解明するための最も有効な手段となるのがx

線結晶解析法である・このX線解析に必要な高純度で・かつ大き奪タ営づク質

の単結晶が・撒小重力下で得られることがわカ｝？てきた。そとで・∫タ7ベク質

ζレて好熱性細菌より得られるビワリン酸加水分解酵素査材料に用いて鱗少重

力下で結晶成長を試み、タンパク質の耐熱性の機構解明に役立てる。

【実験方法】

　蒸気拡散法を角いて、好熱性細菌から分離精製したピロリン酸如水辮酵素

の結晶化を試みる・原理的にはギラ冬または透明プラスチック板の下側に試料’
液滴’ iMPDを含むN田S緩衝液にて調整）『を付着させ・寧無下でfes　erv・ir液∫

（MPD溶液）と蒸気幸衡させズ結晶を成長さぜる恥Pεing　brOP法とパガラスま．

たは透明プラ系チック板上側に試料液滴を置いて、，結晶化させるSi面ng　r加P法

を用いる6、

【共通実験装置】

蛋白質結晶成長装置
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【利用テーマ】

ヒト利尿性ポリペプヂドの結晶化．

【提案者r

石黒正路

【共同研究者】

今城精一

北島安雄

高野常広

サントリ喜株式会社生物医学研究所

サントリー株式会社生物医学研究所「

サントリー株式会社生物医学研究所

摂南大学薬学部

・『

y実験概要】｛

」組み挽え選信子を弔いで治産レたヒト利尿性ポリペプチド9結晶駕を労う・

ペプチドとレて｝ま堵較三三き捻分子でぐの結晶化には困難が予想される望まず

地上に置いて多数め条件で検討じ、．簸も可能性め高い条件を幾つか選択してヤ

これを用写ることにする。

㌔【実験方法】』

．業平的にタンパク質の塩析壷応用した方法を即吟る6すなわち（1）静置バ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の膜介ッテ法、　（の．蒸気i拡旧法、‘’（3）液．・液自認界面式2液撚鯨法1、

在式3液拡散法ぞあるb『そ一あ他低分子化合物につy｝ても検討する，

【共通実験装置】・

蛋白質結晶成長装置

一60一

、

1
8
㊥

魯8

【利用テーマ】

亜酸化窒素レダクターゼの結晶成長

【提案者】

稲富健一

【共同研究者】

前田満雄

三菱電機株式会社中央研究所∫

三菱電機株式会社中央研究所

　【実験概要】

　亜酸化窒素レダクターゼめ三次元構造を決定するため、X線回折に適した本

酵素の単結晶を得ることを目的とする。高度に精製した酵素の水溶液と高濃度

の中性塩溶液を軌道上で接触させ丸塩析による酵素の結晶化を無重力下で行う。『

この実験は結晶成長セルで行い、1結晶成長過程を偏光顕微鏡により観察する。・

’得られた結晶は冷蔵して持ち帰り、構造解析を行う。無重力下における良質な

タンパク質結晶の成長が期待される。

　【実験方法】、．

　タンパク質結晶成長の原理は、タンパク質の溶解度をゆうくり減らすことに

より、タンパク質を結晶として析出させることである。沈澱剤として塩を用い

る場合を塩析といい、今回の実験でも塩析を用いる。ゆっくり塩析させる方法

に蒸気拡散法や自由界面拡散法があり・’これ’らの方法は今回の共通装置で実験・

可能である。・、’、、ゴ㍗τ．　、・　　一　．

【共通実験装置】

蛋白質結晶成長装置
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【利用テーマ】

NADH一チトクロームb5還元酵素（b5　R）の大型結晶作製

摂南大学薬学部

【提案者】

高野常広

摂南大学薬学部

摂南大学薬学部

【共同研究者】

坂東佐知子

堀井千裕

【実験概要】

　NADH一チトクロームb5還元酵素（b5　R）の4％溶液に30％ポリエチレングリコー

ル（PEG）溶液を加え、　b5Rを結晶化する。結晶化条件は地上実験の最適条件を適

用する。結晶生成プロセスを顕微鏡を用い観察する。

【実験方法】

詰論化には利用可能な結晶化方法を全て活用する6すなわち、1．静置バッチ

法、2．蒸気拡散法、3．液・液自由界面式2液拡散法、4．膜介在式2液拡散法で

ある。

　iボについては、試料タンパク質溶液は打上げ前に既に高濃度の塩を含有した

状態にする。

　2．についても打上げ後に塩の添加を必要とする。

　3．および4．については、打上げ前に結晶化準備は全て完了できる。・

【共通実験装置】

蛋白質結晶成長華置
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考3）

　　JEM利用デーマ一次選定評価基準

1．JEMの平和利用等の原則に係る評価

　　　　・平和利用の原則を逸脱しないこと。

　　一　・人道上及び道徳上の問題がないこと。

　　　　・動物保護、希少種保存及び動物虐待の問題がないこと。

2．科学技術上の有意性等の評価

（1）科学技術上の有意性の観点

　　　　・宇宙環境及び宇宙ステーションの特性を利用し、かっ地上では目的を

　　　　　達成できない実験であること。　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　・独創性がある実験であること。

　　　　・実験目的・意義が明確であること。

　　　　・科学的、技術的な波及効果が期待できる実験であること。　　　　、

（2）宇宙環境利用の推進の観点

　　　　・我が国の宇宙環境利用拡大に寄与する実験であること。

　　　　・宇宙環境利用の基盤的技術の開発に寄与する実験であること。

ぐ3）科学技術上の研究遂行能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　・研究を遂行する能力を有していること。

3．搭載性等の技術評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

（1）利用テーマ個別搭載性技術評価

　　　　・各利用テーマの実験要求内容について・安全性、実験装置能力との適

　　　　　合性、リソース制約などの搭載性上の問題点の明確化

（2）全体搭載性技術評価

　　」　・JEM全体の利用可能リソースとの適合性

一64一

　飾e
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　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　（参考4）

　　　　　　　　　　　利用テーマー次選定後の作業

（1）国内利用計画（PUP）の作成

　利用テーマの一次選定結果及び利用計画策定方針（共通実験装置搭載・運用計

画を含む〉を踏まえて、科学技術庁及び宇宙開発事業団において国内利用計画

（PUP）の作成を行う。これをもとに国際調整を行い、実験実施の5年前（実
験実施年を含む）までに国際的に統合運用・利用計画（COUP）を設定する。

（2）搭載性確認作業及び実験計画書作成

　一次選定テーマのうち、搭載が確定した共通実験装置を用いる利用テーマにつ

いては、宇宙開発事業団と利用者との間で、搭載性確認作業及び実験計画書作成

のための作業を開始する。この作業は、利用テーマの選定、実験実施まで継続的

に実施する。

（3）利用テーマの選定

　一次選定された利用テーマについては、搭載性確認作業及び実験計画書作成の

進展を踏まえて、実験実施の3年前（実験実施年を含む〉までに順次、宇宙開発

委員会において利用テーマの選定を行う。

　利用テーマの選定作業については以下の観点を踏まえて行うものとする。

（a）国内利用計画（PUP）及び統合運用・利用計画〈COUP．）一における利用
リソース及び共通実験装置の搭載・運用計画に適合すること。

（b＞一次選定における利用テーマの科学技術上の有意性等の評価結果及び科学技

術の進展に伴い適宜実施する再評価結果から実験実施の意義が高い利用テーマで

あること。

，＜c＞搭：載性確認作業及び実験計画書作成が実施され、搭載の実現に問題がない利

用テーマであること。

（d）宇宙開発事業団の実施するJEM及び共通実験装置の検証作業に適合した利

用テーマであること6
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（参考5）

宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の利用計画に，

関する調査審議について

1．審議の趣旨

平成4年6月24日
宇宙開発委員会決定

　平成4年5月の宇宙ステーション部会報告「宇宙ステーション取付型実験モジ

ュール（JEM）の利用の基本方針」に基づき、1998年中頃から開始される
JEMにおける運用・利用の計画策定に必要となる利用に関する重要事項及びJ
EMの利用テーマの選定について調査審議する。

2．調査審議事項

宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の利用計画に関すること

3．調査審…議の進め方

　調査審議は、宇宙ステーション部会において行うこととし、必要に応じて宇宙

・開発委員会に報告を行うこととする。なお、当面、JEM及び共通実験装置等の
検証の段階における利用．計画に関することを主として調査審議の対象とする。

一66・「
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JEMの利用計画に関する調査審議の進め方について

（参考6）

宇宙ステーション部会

平成4年7月2日

　宇宙ステーション部会は、　「宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）

の利用計画に関する調査審議について」　（平成4年6月24日宇宙開発委員会決
定）に基づき、以下により調査審議を行う。

1．調査審議にあたっての考え方

　JEMの利用計画に関する調査審議にあたっては、宇宙ステーシゴン部会報告
「宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の利用の基本方針」　（平成

4年5月13日宇宙開発委員会了承）に基づき行うものとする。

2．調査審議事項

　JEMの利用計画に関することとして、以下の事項について調査審議を行う。
なお、当面、JEM及び共通実験装置等の検証の段階における利用計画に関する

ことを主として調査審議の対象とする。

（1）JEMの利用に関する重要事項について

　JEMの利用テーマの公募方針並びにJEMの国内利用計画（PUP）等の作
成に必要となる各年の利用計画の策定方針等につ，いて調査審議する。

（2）JEM利用テーマの選定について

　原則として毎年実施する利用テーマの公募の結果を踏まえ、利用テーマの選定

について調査審議する。

（3）その他必要と考えられる事項
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3．、当面の審議スケジュール

（1）今回の部会（平成4年7月2日）においては、当面の調査審議iの方針につ
いて検討を行う。これを踏まえて利用分科会において専門的事項について詳細な
検討を開始する。

（2）次回の部会（平成4年8月下旬）においては、利用分科会の検討をもとに
第1回のJEM利用募集案内（AO）の内容等について調査審議する。

（3）平成5年5月頃に実施する部会においては、利用分科会等の検討をもとに

調査審議を行い、1998年のJEMの利用に関する重要事項及び第1回のJE
M利用募集に係る利用テーマの一次選定についての部会報告を取りまとめる。な
お、利用テーマの選定については計画の進捗に応じて行うものとする。

（4）以降の部会においては、その後のJEM利用募集、利用テーマの選定等、

JEMの利用計画に関する調査審議を引き続き行うこととする。
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宇宙ステーション部会の設置について

（参考7）

三
会
定

。
員

2月
委2
発

匂
開
鉱平
宇
決

1．目的及び設置
　宇宙ステーションに関する国際協力の推進等に鑑み、宇宙ステーション計画
　等に関する重要事項について調査審議を行うため、宇宙ステーション部会を設

　回する。

2．調査審議事項
　　宇宙ステーション計画及び宇宙ステーション計画の予備的実験としての性格

　を有する宇宙実験に関する事項のうち、委員会で定めるものについて三田審議

　を行う。

3．構成員
　　別紙のとおりとする。
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部会長

宇宙ステーション部会構成員

小林　繁夫　　東京理科大学工学部教授

部会長代理　　山中　龍夫　　．科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

専門委員 秋山　　守

石澤　禎弘

餌取　章男

川口　貞男

栗林　忠男

児玉　　宏

佐藤　温重

三岡　　昭

進藤　英世

武田　安嗣

中川　　學

中山　勝矢

原田　祐介

日根野　早

年
野
尾
沢
甲

兵
蓄
松
米
墨

和嘉

信義

弘毅

富美子

　悟

’東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

三田出版株式会社専務取締役

文部省国立極地研究所前企画調整官
慶応義塾大学法学部教授

財団法人東レ科学振興会専務理事

東京医科歯科大学歯学部教授

東京工業大学セラミックス研究センター長

三共株式会社参与総合研究所研究主幹
株式会社日立製作所常務取締役

一橋大学経済学部教授

広島工業大学教授

日本開発銀行理事

三菱重工業株式会社常務取締役

航空機・特車事業本部長

科学技術庁金属材料技術研究所長

郵政省通信総合研究所前所長

文部省宇宙科学研究所教授

慶応義塾大学理工学部教授

名古屋大学環境医学研究所教授
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考8）

宇宙ステーション部会における分科会の設置につ～・て

。宇宙ステーション部会

平成2年1月12日

　宇宙ステーションの利用等に関する専門的事項について詳細な検討を行うため・

宇宙ステーション部会に次の分科会を設ける。

1．分科会名

　利用分科会

2．検討事項
　（1）宇宙ステーションの利用に関すること
　（2）宇宙ステーションの予備的実験としての性格を有する宇宙実験に関する

　　　　こと

3．構成員
　　別途部会長が定める。
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別紙

利用分科会構成員

分科会長　　山中　龍夫　　科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究生

専門委員　　阿部　宜之

飯田　尚志、

石川　正道

大塚　榮子

大林　茂昭

奥田　治之

加納　　剛

木村　茂行

河野　三方

佐々木実智男

鈴木　和夫

手代木

田
永
様
川

西
西
橋
三

三
弘
頒
明
二

　
篤
　
泰
惇

藤田　省三

細村　建夫

前田　満男

松野　太郎

持田　忠明

山下　雅道

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所
エネルギー基礎部主任研究官

郵政省通信総合研究所通信科学部長［H5．4．1から］

株式会社三菱総合研究所社会情報システム部門
先端科学研究所マテリアルサイエンス研究室長

北海道大学薬学部教授

石川島播磨重工業株式会社
新事業推進部部長代理

文部省宇宙科学研究所宇宙圏研究系教授

株式会社宇宙環境利用研究所研究本部長代理兼
研究管理企画室長

科学技術庁無機材質研究所
第13研究グループ総合研究官

東京大学工学部教授

社団法人経済団体連合会開発部長

宇宙開発事業団宇宙環境利用システム本部
宇宙実験グループ総括三三部員［師．4．1から］

郵政省通信総合研究所通信技術部長［H5．3．31まで］

文部省宇宙科学研究所太陽プラズマ研究回教授

東京大学工学部教授

財団法人宇宙環境利用推進センター調査研究部長

墨壷産業省工業技術院大阪工業技術試験所
がラス・セラミック材料部ガラス工学研究室室長

株式会社富士通研究所先端材料研究部第3研究室長

日産自動車株式会社宇宙航空事業部

研究開発センター所長

三菱電機株式会社中央研究所
バイオ技術研究グループマネージャー

東京大学気候システム研究センター長

宇宙開発事業団宇宙ズテーション開発本部’
宇宙実験グループ総括開発部員［H5．3．31ま’で］

文部省宇宙科学研究所宇宙基地利用研究センター一
助教授
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（参考9）

第1回　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）利用募集案内

（再掲）
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利用テーマの応募手順

「JEM利用募集案内（AO）」の配布

・宇宙開発事業団から各利用要求取りまとめ機関年発出

　（10月1日）
・利用要求取りまとめ機関から利用者へ配布

↓

・利用者から直接、宇宙開発事業団に提出（10月20日迄）

↓

「JEM利用テーマ応募書類」及び「JEM利用の手引き」を配布

・宇宙開発事業団から直接、利用者に配布

↓

「JEM利用テーマ応募申請書」及び「JEM利用テーマ提案書」の提出

・利用者から利用要求取りまとめ機関に提出

　（提出期限ユ1月末から12月中旬頃）
・各利用要求取りまとめ機関は、利用テーマについての

取りまとめ結果を添えて宇宙開発事業団に提出

　（12月28E｛迄）
・宇宙開発事業団から応募状況を宇宙開発委員会

　（宇宙ステーション部会利用分科会）に報告

　　　　　　　　　　　↓　㌧

宇宙開発委員会での利用テーマの評価、選定作業の開始

注）

匝］が憎憎作業
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1．はじめに

　宇宙ステーションは、日、米、欧州（9力国）及びカナダの国際協力のもとに開発が進

められている恒久的有人宇宙施設で、平成7年末頃から軌道上組立が開始される計画です。

我が国では宇宙ステーションの構成要素の一つである宇宙ステーション取付型実験モジュ

ール（JEM：Japanese　Experiment　Module）の開発及び運用・利用を中心として宇宙ス

テーション計画に参加しています。

　軌道高度約400キロの宇宙空間に浮かぶ宇宙ステーションでは、微小重力等の宇宙環

境を利用した実験により、材料、ライフサイエンスなどの分野で新たな知見が得られると

期待されています。また、宇宙ステーションからの地球観測や、大気の影響を受けない天

体・太陽系観測を行うこともできます。さらに、微小重力、高真空などの宇宙独自の環境

のもとで、理工学・通信実験やその他宇宙開発・利用のための各種機器の開発、試験を行

うことも可能となります。

働⑳
　　　　　　JEMは平成10年にスペースシャトルにより打上げられ、宇宙ステーションに取り付

　　　　　けられた後、軌道上における運用・利用を開始する予定としております。この度、宇宙開

　　　　　発委員会におけるJEMの運用・利用のあり方についての審議結果を踏まえ、我が国の利

　　　　　用者に対して広くJEMの利用機会を確保すうため、その利用テーマについて公募を行う

　　　’　こととなりました。

㊧僚

　本利用募集案内はJEMの軌道上運用を開始する平成10年の利用機会についてお知ら

せするものです。第1回のJEM利用募集に応募を検討される方は、本利用募集案内をお

読みのうえ、添付の「JEM利用応募仮申込書」に所定の事項を記入し、宇宙開発事業団

へご返送下さい。折り返し応募書類一式をお送りします。　　　　　　　　　　’
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2．宇宙ステーション計画の概要

　宇宙ステーション計画は、日本、米国、欧州（9ヶ国）及びカナダが参加する国際協力

プロジェクトであり、各参加国の政府間の宇宙基地協力協定（IGA）及び了解覚・書（M

OU）等の国際約束に従って、開発・運用・利用が進められています。

（1）宇宙ステーションの概要

　宇宙ステーションは、図2－1の構成図に示すように、高度約400kmの地球周回

軌道を回る多目的の有人施設であり、、NASA（米国航空宇宙局）の居住モジュールと

実験モジュール、我が国の実験モジュール（JEM）、ESA（欧州宇宙機関）の実験

モジュール（APM）及びCSA（カナダ宇宙機関）の移動型サービスシステム等から

構成されています。

　宇宙ステーションは、現在の計画では、平成7年末頃から、これらの構成要素が順次

打上げられることとなっています。平成8年末頃には米国実験モジュールが取り付けら

れ、その後、年間3～4回程度、スペースシャトルが宇宙ステーションに10数日滞在

し、その間のみ搭乗員が実験運用を支援する有人支援能力（MTC）段階になります。

これらを経て、平成12年頃までに常時搭乗員が滞在し、実験運用が可能となる恒久有

人能力（PMC）段階（搭乗員4名）が達成されることとなっています。なお、　PMC

以降、後続フェーズとして、発生電力の増強、及び搭乗員8名の滞在が可能な段階が考

えられています。

（2）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の概要

　JEMは、与財部（ほぼ1気圧を内圧として維持する施設）、曝露：部（宇宙空間にさ

らされた環境下での実験を実施する施設）及び補給部（機材等の保管及び補給施設）か

ら構成され、場下の機能を有して～・ます。図2－2に外観図を示します。

（a＞与面部は、材料製造、流体物理、基礎物理化学実験等の材料実験及び生物学、医

　学、バイオテクノロジ」等のライフサイエンス実験などを実施する有入汎用実験室

　です。外部にマニピュセータ（ロボットアーム）が装備され、曝露部、補給部への

　サービスに供されます。また、エアロックを通じて与圧部と曝露部間での機器、実

　験用試料等の移動が可能となっています。

（b）曝露部は、主として天体・太陽系観測、地球観測、通信実験、理工学実験等を行

　う施設です。曝露部では、与圧部から操作されるマニピュレータにより実験操作や

　実験装置・試料の交換等を行うことができます。

（c）補給部は、実験装置、実験用試料や各種ガス、消耗品等の貯蔵と補給に用い

・られる施設です。曝露区と与圧痛があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　詳細については、応募仮申込書を提出された方にお送りする「JEM利用の手引き」

を参照じて下さい。
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（3）JEMの共通実験装置及び利用形態

　宇宙開発事業団では、JEM開発の一環として、JEMの与鎖病及び曝露部での宇宙、

実験の実施のための実験装置のうち、多数の利用が予想される汎用的実験装置、及び我

が国の宇宙環境利用の促進に重要と考えられる基礎的、共通基盤的実験を行うための装

置を「共通実験装置」として開発を進めており、JEMに搭載して利用に供すべく整備

を進めております。

　また、宇宙ステーションの初期の運用・利用においては、JEM及び共通実験装置の

開発・打上げの後、軌道上での機能・性能の検証を実施することとしております。この

ため、当面、この検証の間は、利用者の方々にはJEM及び共通実験装置の検証作業に

参加協力するという形で実験を行っていただくこととなります。具体的には、利用者の

方々から提案いただいた利用テーマを、利用者の協力を得て、宇宙開発事業団が共通実「

験装置の検証を目的として実施することとなります。
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3．募集対象とする利用分野

　　　JEM利用分野として、材料、ライフサイエンス、理工学、通信、天体・太陽系観

　　測、地球観測の6分野を想定しています。また、青少年等が宇宙環境利用についての

　知識を広めることや、科学技術の振興を図ることを目的として、リソースの小さな簡

　単な実験装置などを用いて行える教育普及分野を考えています。

　　　今回の、JEM利用募集は、与圧部で実施可能な利用テーマの募集に限りますので、

　主として材料分野、ライフサイエンス分野を対象とします。今回の募集には搭乗員を

被験者とする宇宙医学実験等については含みません。また、曝露部を用いる利用テー

マについては次回に募集を行うこととしています。募集は原則として、年1回行うこ

とを予定しています。なお、教育普及分野の利用テーマについては、実験実施の3～

4年前のJEM利用募集において応募していただくことを考えています。

4．搭載予定実験装置

　　　今回の募集では、下記の表に示される共通実験装置で実施することが可能なテーマ

　　が対象となります。これらの装置の機能・性能等に関する詳細については、「JEM

　　利用の手引き」を参照して下さい。

一計

ギ

表4．1 共通実験装置

材料分野 ライフサイエンス分野

・均熱炉 ・細胞培養装置

・温度勾配炉 ・蛋白質結晶成長装置

・帯域炉 ・クリーンベンチ

・流体物理実験装置

・溶液成長実験装置
〕〆

　なお、表4．1の共通実験装置のうち、平成10年において、どの共通実験装置が

搭載されるかについては、後に記述するように、利用旬能なリソース（搭乗貴の作業

時間、電力量等）等の解析・評価に基づく国内利用計画の作成と国際調整を経．て平成

6年初めに決定されることとなります。従って、国際調整等の結果、応募される利用

テーマに対応する共通実験装置の搭載が平成10年以降となる場合もあります。

6
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5．応募資格

　　応募者（代表研究者）、は、下記に該当する個人または組織とします。

　（1）提案テーマに関連する研究遂行能力を有する者6

　（2）利用者固有の業務（実験計画を確立するための予備実験等）の実施及びこれに係

　　　　る経費を負担できる者。

　（3）日本国籍を有する者、または、日本国の機関、法人、団体及びそれに属する者。

　　　（共同研究者としての外国研究者の参加については、個別の調整が必要となります。）

6．応募方法と応募期限・

（1）仮申込書の提出

　　　利用テーマ応募を検討される方は本利用募集案内の巻末にある「JEM利用応募

　　仮申込・書」に必要事項を記入のうえ、下記送付先に送付して下さい。折り返し・J

　　EM利用テーマ応募書類（「JEM利用テーマ応募申請書」、「JEM利用テー

　　マ提案書」と「記入要領」）及びJEMの技術的利用条件の詳細などを記載した

　　　「」、EM利用の手引き」をお送りします。

送付先

〒105
東京都港区芝2－5－6　三菱信ビル

宇宙開発事業団宇宙実験グループ宛

（JEM利用応募仮申込書在中）

仮申込書提出期限

原則として平成4年10月20日（火）までに（当日消印有効〉

送付して下さい。

（2）JEM利用テーマの応募　　　　　　　’

　　　JEM利用テーマの応募にあたっては、仮申込書の提出をされた方に対して宇宙

　　開発事業団が送付する「JEM利用テーマ応募申請書」及び「JEM利用テーマ提
　　案書」に、応募する利用テーマの内容等を記入し、次項で説明する所定の「利用要

　　弓取りまζめ機関」宛に送付して下さい。この時点で・正式に応募されたこととな，

　　ります。なお、応募書類を作成、送付する際は、同時に送付する「記入要領」、

　　∫JEM利用の手引き」等を参考として下さい。
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送付先

JEM利用テーマ応募申請書及び提案書の送付先については、原則と

して応募者（代表研究者）の所属する組織に対応した「利用要求取り

まとめ機関」となります。

詳しくは、「JEM利用テーマ提案書」に添付される「記入要領」を

参照して下さい。

畷…

’

提出期限

一平成4年11月末から12月中旬頃となりますが、利用要求取りまと

め機関毎に異なります。

詳しくは、別途送付する「記入要領」を参照して下さい。

　（3）利用要求取りまとめ機関

　　　利用テーマの公募においては、原則として応募者の所属する組織に対応した「利用要

　求取りまとめ機関」に利用テーマの取りまとめをお願いすることとしています。これら

　　「利用要求取りまとめ機関」については以下のとおりとなりますが、詳細については

・　「記入要領」を参照して下さい。

応募者所属組織等

（a）大学等

（b）国立試験研究機関、特殊法人等

（c）民間

利用要求取りまとめ機関

文部省宇宙科学研究所

所管省庁

（財）宇宙環境利用推進センター

　「利用要求取りまとめ機関」は、その所掌する責任において応募された利用テーマを

取りまとめ、その結果を応募書類に添え、一括して宇宙開発事業団に提出することとな

ります。利用要求取りまとめ機関から宇宙開発事業団への応募書類の提出期限は12月

28日としています。宇宙開発事業団は各利用要求取りまとめ機関から提出された応募

書類について利用テーマの分類、整理等を行ない、宇宙開発委員会に報告することとな

ります。

四一㊧

㊧働
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7．利用テーマの選定方法等

（1）：選定の基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焦

　応募された利用テーマの選定は宇宙開発委員会で行うこととしております。また、J

EMの初期の利用における利用テーマの選定に当たっては、宇宙開発委員会は以下を評

価の基準とすることとしています。　　　　　　　　　・

（a）宇宙実験の結果から大きな科学技術上の知見の意義が期待されること。

（b＞宇宙環境利用のための基盤的共通技術の開発に寄与するなど、我が国の宇宙環境利

　　用を促進するものであること。

（c＞提案者の研究遂行能力、利用テーマの実現丁丁に問題がないこと。

　なお、利用テーマの評価に当たっては利用テーマの独創性にも配慮することとしして

います。

（2）一次選定の手順

　応募された利用テーマについては、宇宙開発委員会において』次選定を行うこととな

ります。この選定作業に必要となる利用テーマの内容の評価については、宇宙開発委員

会のもとに設置されている宇宙ステーション部会利用分科会で一次選定の細目基準を定

めたうえで、以下の手順で行われます。詳細は「JEM利用の手引き」をご参照下さい。

　宇宙開発委員会は宇宙ステーション部会利用分科会のもとに分野別の専門家からなる

専門的組織としてrJEM利用テーマ評価ワーキング・グルニプ」を設置します。、ここ

では、応募書類に基づき利用テーマの科学技術上の有意性等の評価を行います。その際、

利用要求取りまとめ機関の取りまとめ結果について、各機関の要望に応じて報告を受け

ることとしています。なお、利用テーマの内容の把握が応募書類のみでは困難なものに

ついては、応募者に直接問い合わせる場合がありますのでご承知ください。　　　’

　また、上記のワーキング・グループによる科学技術上の有意三等の評価に加えて、

宇宙開発事業団は、安全性、実験装置との適合性、検証作業時のリソース制約等に関し

て、利用テーマの搭載三等の技術評価を実施することとしています。なお、搭載性評価

上重要となる実験要求条件等については、直接応募者に問い合わせ、調整作業を行うこ

とがありますのでご承知ください。　　　　　　　　　　　　　　

　これらの利用テーマについての評価結果は利用分科会に報告されます。利用分科会は

評価結果を踏まえて、JEMの利用可能規模を勘案して総合的に利用テーマを評価したへ

うえ、利用テーマの一次選定案を作成し、宇宙開発委員会で審議、選定を行うこととな

ります。

　なお・一次選定結果は・各応募者に宇宙開発事業団から利用要求取りまとめ機関を介

して、宇宙開発委員会での一次選定後に通知します。　、　　　　　　　　㍉
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（3＞共通実験装置の選定

　一次選定されたテーマをもとに、JEMの利用可能リソース（搭乗員作業時間、電力

量、輸送重量等）を勘案して、平成10年の我が国の実験装置の搭載・運用方針を定め

た国内利用計画（PUP＞が平成5年忌作成されます。この国内利用計画をもとに、他

の国際パートナー（米国、欧州及びカナダ）と利用リソース及び搭載実験装置等の国際

調整を行い、実験実施5年前（実施年を含む〉に国際的に統合された運用ぎ利用計画

　（COUP）が設定され、JEMに搭載される共通実験装置が確定します。

　なお、これらの実験装置を用いた具体的な利用テーマについては、国際間で詳細運用

計画（TOP）を設定する実験実施3年前（実施年を含む）に確定するとととしていま

す。

（4）　利用テーマの選定

　一次選定された利用テーマの利用者のうち平成10年に搭：載が決定された共通実験装

置を用いる利用者は、．実験パラメータの設定、安全性の実証などの各種予備実験により

搭載性確認作業をしていただき、利用者と宇宙開発事業団との共同作業により実験計画

書を作成して搭載性の確認をしていただきます。一次選定された後の具体的作業につい

ては、「JEM利用の手引き」をご参照下さい。

　これらの作業を経て、、搭載性の確認等がなされた利用テーマについては、限られたリ

ソースの中で効率的な機能・性能の確認を行うための検証の内容及び順序等の全体調整

を踏まえ、実験実施3年前（実施年を含む）までに、順次、宇宙開発委員会で審議、選

定されることになります。なお、平成10年の利用テーマとして選定されなかった一次

選定テーマについては、利用者が希望される場合、翌年以降の利用テーマ候補となりま

す。

　また、一次選定された利用テーマで、平成10年に搭載されない共通実験装置を用い

る利用テーマについては、そのまま翌年以降の国内利用計画作成時まで搭載性確認作業

の開始が持ち越されることとなります。　　　　　　　『

　なお、・短期間で実験実施準備を行うことが可能な利用テーマについては、次回以降の

JEM利用募集の際に平成10年の利用テーマとしそ応募することも可能です。

　8．JEM利用に当たっての役割分担と費用分担

　　　今回の募集対象となる平成1・0年のJEM利用は、宇宙開発事業団がjEM及び共通

　、実験装置の検証作業を利用者の方々の協力を得て行う形態をとります。このため、宇宙

　　開発事業団は共通実験装置の開肇、打上げ、運用等を行い、他方、利用者には提案した

〆　利用テーマについての実験計画を確立するための予備実験、試料の安全実証試験、搭載

　　試料の準備等を行っていただきます。

　　　また、費用分担については、各々が分担する作業を行うために必要な費用を負担する

　　こととし、．利用者と宇宙開発事業団φ間で資金の授受は行いません。　　、

　　’なお、実験の準備作業及び軌道上実験等について、宇宙開発事業団と共同で作業を実

　　施する場合には、利用者または利用機関等と宇宙開発事業団との間でJEM利用に関す

　　る契約（共同研究契約等）を結ぶこととなります。．
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9．データ、実験成果等の取扱い

（1）応募書類の取扱い．

　　　　一次選定されたテーマに係る応募書類については、テーマ名、利用者名、所属組

　　　織・テーマ概要（公表を前提として記述していただく概要）が、宇宙開発事業団よ

　　　り公表されます。

　　　　一次選定されなかったテーマに係る応募書類については、選定作業終了後丸宇宙

　　　開発事業団で廃棄させていただきます。

（2）データ、実験成果の取扱い

（a＞宇宙開発事業団へのデータの提出

　　　利用者は、実験計画書の作成、国内利用計画（PUP）の策定、宇宙ステーショ

　　ンの安全確保及び宇宙ステーションの運用に係る主要な問題解析など、JEM利用

　　のために必要なデータを宇宙開発事業団の要請に応じ提出していただきます。

Φ）データ、実験成果の公表

　　　利用者は｛宇宙開発事業団と共同で行うJEM軌道上実験および地上実験等の作

　　業において、あらかじめ合意した場合を除いてぐデータ及び実験成果を公表しよう

　　とするときには、事前に宇宙開発事業団と協議していただきます。

　　　宇宙開発事業団も同様に利用者と協議いたします。

　利用者が、実験に関する或いは実験データを用いた研究論文及び報告を学会等に

おいて発表する場合には、研究論文及び報告にJEM利用の結果得られた成果であ

ることを明記し、宇宙開発事業団に研究論文及び報告の写しを提供していただきま

す。

　なお、利用者が学会等に研究論文及び報告の著作権を譲渡する場合には、無償の

複製・配布権を宇宙開発事業団に留保する事について、学会等の了解を得ていただ

くようお願いします。

（c＞実験成果の第一公表権

　　　利用者は、JEM軌道上実験において得られたデータ及び回収試料を受領した後、

　　1年の間、実験成果を最初に学会等に公表する権利（第一公表権）を有することが

　　できます。

（d）成果報告書の作成及び成果報告会における発表

　　　利用者は、軌道上実験に係るデータ及び回収試料を受領した後、1カ月以内に回

覧　報を、6カ月以内に中間報告書をく1年以内に：最終成果報告書を宇宙開発事業団に

　　提出願います。　　　　　　　覧　　‘　　　　　　　　　　’

　　　また、宇宙開発事業団主催の成果報吉会で実験成果を発表していただきます。

　宇宙開発事業団は、利用者と協議のうえ、速報、中間報告書及び最終成稟報告書

の内容を公表いたします。この際、宇宙開発事業団は、著作者として利用者名を表
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示し、かっ利用者の第一公表権を侵害しない範囲で、提出いただいた最終成果報告

書等を、宇宙開発事業団の著作物として公表させていただきます。

（3）宇宙環境利用デーダベースへの協力

　　　宇宙開発事業団は、最終成果報告書等の内容を宇宙開発事業団が整備する宇宙環

　　境利用・データベースに入力し、JEM利用を目指す研究者等に利用していただくこ

　　とを考えています。
　　　利用者は、宇宙開発事業団が要請する場合には、入力データの作成、点検その他

　　データベースの作成に必要な支援を行っていただくとともに、一般の研究者がデー

　　タベースを利用することに同意していただきます。　　　　　　　　　’

（4）工業所有権

　　　実験データ及び実験成果炉工業所有権（発明、考案、意匠）の対象となるときは、

　　共同で行ったものに対しては、貢献の度合いに応じて宇宙開発事業団と利用者との

　　間で共有いたします。

　　　また、それぞれが独自に行ったものに対しては、それぞれに権利が帰属します。

10．　その他　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

　この丁第1回JEM利用募集案内」は、宇宙開発事業団が科学技術庁と協力して作成し、

宇宙開発委員会宇宙ステーション部会の了解を得て、発行するものです。

本利用募集案内についてのご質問は下記までお問い合わせ下さい。

〒105東京都港区芝2－5，6・2芝菱信ビル　　　　　　　　　’

　　　宇宙開発事業団，宇宙実験グループ内　JEM利用テーマ募集担当

　　　TEL　O3－3769－8180　　　　FAX　O3－5441－7885

り
乙
、
1

醗臨

（
切
り
取
り
線
）

仮申込番号：

（記入不要）

宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）利用応募仮申込書

宇宙開発事業団

宇宙実験グループ内

JEM利用テーマ募集担当宛

住　所

平成　　年　　月 日

組織名

部署三

脚　名

フリガナ

氏　名 曲

電話番号

FAX番号

　JEM利用テーマの第1回の募集に関し、応募を検討することとしたいので、

下記の通り、仮申込みをいたします。上記宛先まで、応募に必要となる書類一式を

送付願います。

言己

利用テーマ名　：

（参考のため可能であれば記載下さい。応募時に変更することはかまいません。〉

利用分野　』　　：　　　　□　材料

（利用分野に印をして下さい。）・
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